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2013年度 第 4回 地域経済研究フォーラムの開催について 

 

 拝啓 秋涼の候、ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚

くお礼申し上げます。 

 さて、2013 年度第 4 回「地域経済研究フォーラム」を下記のとおり開催致します。参加ご希望

の方は、下記に必要事項をご記入の上、ファックス（Fax；0776-61-6017）またはメール

（keiken@fpu.ac.jp） にてお申込下さいますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

日 時： 平成 25年 11月 21日（木）13：30～15：30（受付開始 13：00） 

場 所： 福井県立大学 交流センター3階 多目的ホール 

  

 

 

 

参加料： 無 料   

申込先： 地域経済研究所事務局 担当 大山  

ＦＡＸ： 0776-61-6017 

ＴＥＬ： 0776-61-6000 内線 6104 

Ｅ-mail： keiken@fpu.ac.jp 

 

--------------------（第 4回地域経済研究フォーラム参加申込書）---------------------------- 

 

福井県立大学地域経済研究所 宛（FAX：0776-61-6017） 

■企業・機関名   

ＴＥＬ ＦＡＸ  

所属 役職 氏名 

所属 役職 氏名 

 

 

内 容： 「食を活用した地域活性化策の経済的効果および社会的効果 

                              －坂井市商工会の取組を例に－」 

 

講 師： 福井県立大学 地域経済研究所 地域経済部門 講師 江川 誠一 氏 

 

概  要： 地産地消や六次産業化が、農山漁村における活性化のキーワードとして取り上げら

れることが多い。しかしながら個人や事業所単位での取組には限界があり、地域が一体

となった取組が求められている。このようななか、坂井市商工会では「越前坂井うらら

の極味膳」、「越前坂井辛み蕎麦」等の事業により、この動きを後押ししようとしている。

本フォーラムでは、同会の取組を例に、地域の食を活用した地域活性化策の経済的効果

と社会的効果を考察する。 

 

第 4 回・地域 


